【恋の骨折り損】

研究テーマ　「原作との比較」

①原作のリズム

・英語は母音にアクセントを置いている。

そしてその中にLong(長)とShort(短)存在する。

E . g . Beautiful　―　・ ・
Hit a ball ― ・ ― 
      As you like it ・ ・ ― ・　（お気に召すまま）　

　そしてlong とshort構成によって様々なリズムを織りなす。

・シェイクスピアに使われているリズムはIambic pentameter (短長五歩格) 　
　
最も有名なハムレットの名ゼリフもこれにあたる。
Hamlet  
 To be or not to be: that is a question
 （Act 3 scene 1）

では王、ファーディナンドのソネットを見てみましょう。
　　　
　　　　KING
  So sweet a kiss the golden sun gives not 
 To those fresh morning drops upon the rose
As thy eyebeams, when their fresh rays have smote
 The night of dew that on my cheeks down flows.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Act 4 scene 3）
　

②Pun （言葉遊び）について

・Pun とは例えばこんなもの。
Seven days without water makes one weak.

・回の作品は膨大な量の語彙や言葉遊びが登場します。
・その例を一部紹介　（Punが2か所あります。）

Rosaline　　　 Is the fool sick？　愚か者は病気？
Berowne　　　 Sick at the heart.　心の病です。
Rosaline  　　Alack. Let it blood.　あら可愛そう、血を流していなさい。
Berowne 　　 Would that do it good?　それで治るのでしょうか?
Rosaline  　　My physic says it it “aye”.　私の医者は「はい。」というわ。
Berowne 　　 Will you prick ‘t with your eye?　君の眼で僕の心を射ぬいておくれ。
Rosaline 　　 No point, with my knife.　出来ないわ、けどナイフを使ってね。　

③原作との内容についての比較
　・何について表向きは争っているのか?
	原作
	脚色

	・アキテーヌの両地問題。
　　〈ナヴァール側〉

　　　―お金はもらっていない。

　　　―領地を安く見ている。

　　〈フランス側〉

　　　－お金は払った。

　　　－持参地として見ている。
	・雑誌の企画について
　　〈（株）ナヴァール〉

　　　　－会社を成長させるのに絶好の機会。

　　〈(株)フ・ランス〉

　　　　－男性には負けられない。


　　
・設定場所
	原作
	脚色

	・ナヴァール王宮とその庭園。


	・恋愛コンサルティング会社「ナヴァール株式会社」
・フ・ランス株式会社。


　
・ジャケネッタ、コスタード、そしてアーマードについて
	原作
	脚色

	・ジャケネッタ　

田舎娘（とても受容的。）

・コスタード　　

　 田舎者(知的に難あり。芝居前にして誓いを破る。)

・アーマード
  風変わりスペイン人（詩人、ホラ吹き。）
※しかし共通して早々に恋をしてしまって、それを表に出している。
	・ジャケネッタ

　　Lの雑誌編集者。（とても受容的）

・コスタード

　　(株)ナヴァールのおなべ従業員。〈結婚相手求めている。〉

・アーマード
　　Lの雑誌編集長。（ジャケネッタ大好き、詩人。）


　・モスについて。（実はモス「Moth」ではなくモーツ「Mote」であった。）
	原作
	脚色

	・アーマードの小姓、小間使い（Page）
	・フ・ランス株式会社の社員。（おねえ様たちだいすき。）
※原作のフランス側では貴族たちが王女たちをもてはやした。


　・終わり方について

	・恋の骨折り損　Love's labor’s lost　(1595～96年) 
	・夏の夜の夢Midnight summer’s dream (!594～96年執筆)

	・Our wooing doth not end like an old play, Jack hath not Jill.
　私たちの結婚申し込みは昔の芝居のようには終わらない、ジャックとジルが結ばれたようには。
	・That every man should take his own　/ In his waking shall be shown/ Jack shall have Jill///all shall be well/
 一人の男に一人の女、目が覚めたらそれがわかる。ジャックとジルが手を取り合い///全て丸くおさまる。


こちらがその日配られた資料です。





「バラにおく朝露ふれる、


黄金なす朝日やさしけれど、


我が頬に伝う夜露をてらす


君が瞳のやさしきひひかりにおよばず」


　　　　　　　　　　　　訳　小田島雄志





「生きるべきか死ぬべきか、それが問題だ」





weak と week　を使った言葉遊び。


「七日は一週間を作る。」


「水のない七日間は人を弱らせる。」





英語　no point 「〈私の眼は）尖ってないは、」


仏語　Non point　＝　not at all 「違うわ」


　ちなみにロザラインはフランス人です。なのでここでフランス語を使った言葉遊び。すごい！！








aye 「はい。」


eye 「眼」の言葉遊び。








